
ピーカンの西赤石山
善通寺山の会 安井

11月20日(日）、善通寺山の会では拡大山行と

して西赤石山を実施しました。会員外は１名だ

けの参加となりましたが、数日前まで雨の予報

であったものが、参加者の日ごろの行いのおか

げ（？）で雲一つないピーカン天気に恵まれま

した。

３台の車に相乗りして13名で予定通りの６時

に善通寺山の会を出発し、８時５分に銅山川上

流の日浦登山口から登山を開始しました。雨天

を予想しての防寒対策は十分でしたが、想定外

の好天により、上着を1枚脱いでの登山開始とな

りました。

なだらかな登りの途中でいたるところに別子

銅山の遺跡が残されています。歴史的には1690

年、赤石山系の南斜面で、銅鉱石の大露頭が見

つかり、住友が別子銅山を開坑し、その後1973

年に閉坑するまで283年間にわたり操業を続けた

ところです。

登り始めて45分ほどのダイヤモンド水のとこ

ろで小休止し、おいしい水を頂きました。次の

休憩場所は歓喜坑です。有望な鉱床を発見し歓

喜した場所とされています。銅山超からは稜線

歩きとなりましたが、

風もなく暑いくらい

のハイキングとなり

ました。山頂手前で

数か所岩場があり、

60代の女性主体のメ

ンバー構成でもあり、

少してこずりながら

の西赤石登頂となり

ました。山頂からは

西南西には笹ヶ峰、

瓶ケ森、石鎚山がくっ

きりと見えました。まだ全く雪は降っていない

ようです。また、南には冠山、平家平、三ツ森

山から大座礼山が見えましたが、さらに東の方

の山々は特定できませんでした。

昼食タイムでは寒いのを想定してラーメンを

持参している人が多く、逆に冷たいソーメンが

良かったといった意見が出ていました。

下りでは登りで少し手こずった岩場のところ

で、スリング２本で安全確保しました。銅山超

からは牛舎道を経由して下りました。どこが牛

舎道なのか良くわからないまま通り過ぎてしま

いました。登山口には予定より少し遅めの16時

過ぎに到着となりましたが、好天に恵まれ全員

満足の山行となりました。
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☆登山とハイキングの 香川県勤労者山岳連盟
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☆力をあわせ何としても 高松市十川西町199-4
３００名会員を回復しよう 電話：087-887-5567

ろうさんＫＡＧＡＷＡ

県連盟だより

☆ ９日(金) 救助隊役員会 19時半～ 善通寺山の会

☆２１日(水) 県連理事会⑨ 19時～ 善通寺市民会館

☆２３日(金) 讃岐山脈ﾛﾝｸﾞﾄﾚｲﾙ委 19時～ 丸亀しわく

☆２４日(日) 大屋冨ゲレンデ整備



雨の中 五色台ｸﾘｰﾝﾊｲｸ
11月13日(日)あいにくの雨の中でしたが、全会か

ら97名が参加

して、第41回

五色台クリー

ンハイクが取

り組まれまし

た 。 今 年 は

｢新日本体育

連盟｣の全国

スポーツ祭典

の一環としても取り組まれ、会外からも２名が参加

しました。

９時頃から２時間程度奮闘し、７コースのクリー

ンハイクで３００㎏以上のゴミを集めました。年々

ゴミは減っていますが、急斜面の下には回収できな

いゴミがまだまだたくさん埋まっています。

その後、五色台クラフトハウスで全体集会が開催

されました。

県連の阿部会長の開会の挨拶に続き、スポーツ庁、

環境省四国

事務所、高

松市、坂出

市から挨拶

をいただき、

県と丸亀市

からメッセー

ジが寄せら

れました。

その後、各会から取り組み状況の報告が行われ、

今後も地道に継続することを確認して解

散しました。

大屋冨の岩場整備
11月３日(木)、６団体13人の会員が参加。

はじめに、オレンジヒュッテ前の岩壁で、

経験者からハンマードリル取扱方法のレクチャー

を受けて開始。ボールト孔の研磨屑を吐出・

清掃、ボールトを所定の深さまでハンマーで

打込・挿入、ナットをレンチで締めて最期に

トルクレンチで規定のトルク値まで締めて完

成です。岩壁作業に当っては、ダブルの懸垂

用スターティックロープの使用、及び工具の

落下防止等の安全対策を確認して、作業を開

始した。

午前中、ヒュッテ正面の初級コース支点を

２箇所とも打ち替え更新した。

午後、ヒュッテ上部に新たに支点１カ所作

成。ヒュッテ正面右の通称トントンマルチに

新たに支点作成。ヒュッテ上部から愛染ルー

ト支点に至るフィックスロープをトラロープ

からクライミングロープに交換した。愛染ルー

ト支点の手前にもう一箇所支点を作成し終了

した。

次回、愛染ルートのハ

ンガーや東側の支点及び

ハンガーの更新・設置の

予定。古いフィックスロー

プについては、順次交換

していく予定です。
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2022.11《 》３００会員を早期に回復しよう！

2017.3- 11月 入会者 ３月～ 次総会 昨111702 56総 11月
5年増減 増減 増減計 標 残 比起点 会員 会員数 目

+3 +9高松労 +10- 13 +1 男60HP + 8- 124 21 25２８

高松Ｈ + 5- 12 2 －11 4 6４

+2 +8山歩会 +29- 19 +1-1 女51紹介 +13- 418 28 35３７

+1五色峰 +12- 8 - 1 27 11 12１０

しわく +41- 24 -1 + 3- 6 4 -247 64 65６１

善通寺 +40- 35 -1 + 1-10 14 -660 65 70５６

+1あけぼ +29- 16 +1 男66学校 + 3- 3 430 43 47４３

観音Ｈ + 9- 12 - 3 4 -327 24 25２１

+8県合計 189-182 +3-3 +28-28 25253 260 285２６０

29 0 ※昨年11月現勢は２５２名で＋８名坂出Ｈ +15- 44

県連事務所 11/16水19半～21時 出席：11/14+W2

Ａ)各会の活動報告と交流／会員数－11/16現在

☆ 高松と山歩会とあけぼので各１名入会。昨年11月

末現勢２５２名に＋８名で、２６０名。春の総会時

現勢を回復した。高松と山歩会の奮闘が光る。

☆事故やヒヤリハットは

〈あけぼの〉10／31日三嶺から温泉下山中 66才女性

荒れ気味のトラバース状の下山道。繁茂した笹に

滑って１㍍ほど滑落。とっさに笹を掴んで転落は免

れる。自分で這い上がって無事。

Ｂ)この間の県連活動について

☆10/20、11/18 讃岐山脈縦走委員会を開催

☆10/21 ヤングの大麻キャンプ(先月号参照)

☆10/23 五岳山での女性交流登山(先月号参照)

11/13 五色台で反省会(６会参加)と来年計画

・良かった。ロープワークは繰り返しが大切。

・他の山行と重なった(善通寺)。

・救助隊の援助は有難かった。

・来年は10/22日にしたい。観あと観ハが担当。

☆大屋冨ゲレンデの整備 10/26委③ 11/3作業

13名(高③山②五①丸④善②あ①)が参加して支
点の更改を実施。あと３カ所。次回は11/23

☆10/29･30 全国登山研究集会の

報告(別項報告)

☆11/13 第41回五色台クリー

ンハイク(別項報告)

☆11／20 ﾘｰﾀﾞｰ養成のための応急処置とﾛｰﾌﾟﾜｰｸ

Ｃ)仲間づくり運動の飛躍を

各会の総会目標の総達成を何としても

☆会の総会目標を達成しているのは高松＋３と山歩
会＋２。全県目標２８５名まであと２５名に。

☆讃岐山脈や里山などの公開山行を案内しよう

11月27日(日)労山四国4県の代表が

観音寺に集まり、この一年の活動を

振り返るとともに、来年度の活動方

針及び計画について協議し決定しま

した。午後は｢ココヘリ説明会｣を開

催し、14名が参加しました。

《2022年の活動を振り返って》

2022年度は、３年ぶりに四ブロ交流ハイキング(香

川県)も遭難対策講習会(愛媛県)も開催出来ました。

徳島県では、県南で２ケ所ＪＡＧ巨大風力発電計画

について、生物多様性とくしま会議にも参加して反対

運動を広げた結果、事業者が計画断念。

高知県でも、オリックスがすすめた四万十町の大規

模風力発電所建設を断念。仁淀町の三方山(さんぽう

やま)で大規模風力発電計画が浮上。コロナ感染では、

職場の規制で県外への移動が難しい会員が多い。

愛媛県では、自然保護協会に加盟して、毎年堂ケ森

で土留め・水切り等して登山道の整備に取組む。林道

の崩壊や登山者の少ないルートの登山道の荒廃がすす

んでいる。今年の全登研において、登山道整備に安全

対策基金からの補助金が支出されるよう要望。来年２

月全国連盟評議会に、登山道の整備に補助金を出して

はどうか提案。

香川では全国連盟から補助金が認められ、大屋冨岩

場整備を開始。支点とハンガーボルトの更新及び増設。

《2023年の活動計画》

☆5/21四国ブロ交流ハイクｉｎ横倉山 主管：高知

☆8/20四国ブロ沢登り研修会 主管：愛媛＋香川

☆10/29四国ブロ遭難対策講習会 主管：徳島

☆11/26ＡＭ 四国地方協議会(徳島) 主管：高知

ＰＭ 四国ブロ自然保護集会 主管：徳島
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会 10/31月～11／27日の山行など 2022年１2月予定 2023年１月予定

名 月 日 山 行 名 ＣＬ 参 加 日 山行名 日 山行名

11/03-05 ☆槍ケ岳 東 2 02 ☆三輪山
/03 ☆ちち山 三宅 2+1 03-04 ◎権田山 08 ◎ちち山
/05 ☆丸笹山 藤田ﾌ 2 17-18 ◎伯耆大山
/05-06 ◎石立山 川尻 4 30-03 ◎槍ケ岳 21-22 ◎堂ケ森
/06-07 ☆矢筈山 三宅 1+1高

◆里例会 12/10
/12 ◎橘の丘ｷｬﾝﾌﾟ 平井 4
/13 ◎五色台ｸﾘﾝﾊｲｸ 平井 9
/19 ☆比叡山 岡 1+6
/19-20 ☆名頃-塔ノ丸-剣－三嶺 東 2+1松

◆運営委 13/24
/26 ☆石鎚山 加藤 1
/27 ◎白髪山 岩村 4
/27 ☆京柱-綱付森-天狗塚- 東 2

11/13 ◎五色台ｸﾘﾝﾊｲｸ 市原 2高
/18 ◎金刀比羅紅葉ﾊｲｸ 市原 4ハ

10/31 ☆竜王山 大野 1 03 ◆忘年会 01 ◎屋島 初日の出
11/02 06 ◎大山 08 ◎剣山◆里例会 13+2
11/04 ☆三頭山 大野 2 10 □登山教室 天気 15 ◎讃岐 東女体山山

/06 ◎ﾊｲｸ（女体山･大窪寺） 阿部 5 11 ◎工石山 22 □登山教室 天気図
/08 ◎雲辺寺 阿部 3 17 □登山教室 道迷い 24 ◎梶が森歩
/13 ◎五色台ｸﾘﾝﾊｲｸ 谷本 8 18 ◎大川山 29 ◎上蒜山
/25 ☆堂山･六目山 大野 2 26 ◎大滝山・大相山会
/278 ☆紫雲出山 大野 2

11/05 ◎紅ノ峰ＲＣＴ 宮内 1+1
/12 ◎紅ノ峰ＲＣＴ 宮内 1+3五
/13 ◎五色台ｸﾘｰﾝﾊｲｸ 佐伯 3
/19 ◎紅ノ峰ＲＣＴ 宮内 1+2 24-25 ☆八ケ岳色
/26 ◎紅ノ峰ＲＣＴ 宮内 1+2 毎土曜 候ノ峰ＲＣＴ 毎土曜 候ノ峰ＲＣＴ

11/05-06 ◎矢筈山～黒笠山 山内 5 03 ◇忘年会ﾟ丸
/10 10 □山サロン ﾅｲﾄﾊｲｸ 08 ◎女体山・矢筈山◆里例会 28
/12 ◎上蒜山・中蒜山 前田 6 11 ◎満濃池～かりんの道 14 ◎大屋冨ＲＣＴ亀
/13 ◎五色台ｸﾘﾝﾊｲｸ 西川 20 17 ◎塔ノ丸 15 ◎那岐山
/19 ◎大屋冨ＲＣＴ 土田 8 18 ◎大屋冨ＲＣＴ 28-29 ◎石鎚山し
/22 18 □リース造り◆運営委 7
/24 25 ◎国見山わ ◆里例会 17
/26 ☆立石山 谷口ｵ 3
/27 ◎城巡り⑦ 財田く

11/03 07 ◎雪山テント縦走◆里例会 15
/05 ☆大杉谷－ 村上ﾏ 2 11 ◎島－粟島 08 ◎箸蔵街道
/06 ◎豊島檀山山 堂崎 8 11 ◎岩ﾄﾚ⑨ 15 ◎大三島善
/06 ◎岩ﾄﾚ 森山 6 17-18 ◎伯耆大山 22 ◎国見山
/13 ◎五色台ｸﾘﾝﾊｲｸ 黒渕ｷ 23 25 ◎中・四国の山 28 ◎石鎚東稜通

◆運営委 7/17
/20 ◎西赤石山 安井 13寺
/27 ◎ﾛｰﾌﾟ操作 佐藤ﾀ 9

※毎火･金に夜間訓練 ※毎火･金に夜間訓練 ※毎火･金に夜間訓練

10/23･24 ☆三嶺 遠藤 1 04 ◎野地峰(高知) 02 ◎讃岐③ 六地蔵～曼陀
/29 ☆三嶺 井上 1+4 11 ◎讃岐①六地蔵－財田 07-08 ◎氷ノ山
/30 ☆石鎚山 宇賀 3 14 ◎王頭山(丸亀･広島)
/30 ☆峨蔵越 井原 1 17 □あス ツェルト･ﾛｰﾌﾟ 21 ◎七宝① 三崎～大浜
/31 ◎三嶺～癒やし? 大沢 7 18 ◎讃岐②余木崎－曼陀 29 ◎皿ケ峰観

11/02 ☆佐々連尾山 石川ｼ 2 25 ◎石鎚山
◆運営委 10音 /02

/04-06 ☆町石道 高野山 山下ﾏ 5
/05 ☆野地峰 宇賀 2+2寺
/05 ☆西赤石山 井原 1+2
/06 ☆石鎚山東稜 原 6+2あ
/06-07 ☆藤井寺～焼山寺 横田ﾐ 3

◆里例会 28け /09
/11-12 ☆蒜山三山縦走 黒河 7
/12 ☆大台ケ原 真鍋 1+1ぼ
/12 ☆吉田の岩場 原 1+2
/13 ◎五色台クリンハイク 横田ﾋ 18の
/15-17 ☆韓国岳/高千穂 三野 4
/19 ☆甲ケ山 井下 6

◆里例会 24/23
/27 ◎箸蔵山 □あ教 写真 中井 11

11/03 04 ◎金見山◆運営委 9
13 ◎五色台ｸﾘﾝﾊｲｸ 大平 12 18 国分寺カッパドキア観 /

/17 18 ◎石清尾山Ｈ ◆里例会 12
20 ◎虎丸山 秋山 9 22 博智山

11/03 ◎大屋冨岩場整備 13名
高③･山②･五①･丸④県

･ 善②･あ① 18-19 救助隊 伯耆大山(雪山)
11/20 ◎救助隊 応急処置/ﾛｰﾌ

高⑤･山④･丸⑨･善②･連
あ④･愛④ 28名
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